
生
産
・
検
査
の
自
動
化
図
る
パ
イ
ロ

ト
工
場

マニー　花岡工場　完成

新たなものづくりの確立を担う

マニー株式会社
執行役常務　生産本部本部長

神阪　知己

設計コンセプト

創業地の田園風景に寄り添う工場

工　事　概　要

鉄骨製作図を現場サイドから配信

施
工
の
ポ
イ
ン
ト

（６）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　３月２１日　（金曜日）

　
医
科
歯
科
の
医
療
機
器
メ


カ

・
マ
ニ

︵
栃
木
県

宇
都
宮
市
渡
部
眞
也
社
長
︶

は

栃
木
県
高
根
沢
町
花
岡

地
区
に
新
工
場︵
花
岡
工
場
︶

を
完
成
さ
せ
た

今
後
製
造

機
器
の
設
置
や
認
可
申
請
を

進
め

操
業
に
向
か
う

新

工
場
は
生
産

検
査
な
ど
の

自
動
化
を
推
し
進
め
る
パ
イ

ロ

ト
事
業
を
展
開
し

生

産
ラ
イ
ン
の
合
理
化
を
確
立

さ
せ
他
工
場
の
設
備
更
新
に

お
い
て
礎
と
な
る

設
計
を

日
建
設
計
・
渡
辺
有
規
建
築

企
画
事
務
所
設
計
・
監
理
共

同
企
業
体

施
工
を
清
水
建

設
が
担
当
し
た


　当社は医科用手術縫合針や眼科ナイフ、歯科用治療機
器などのメーカーです。生産拠点は地元栃木県のほか、
ベトナム、ミャンマー、ラオスに所在し、現在は海外移
管などにより９割をベトナムで生産しています。
　製品開発や新製品生産は国内で行っておりますが、こ
れに加えて、生産ラインや検査工程の自動化とデジタル
化をパイロット工場として推進する「スマートファクト
リー」を国内に建設いたしました。

　新施設では当社の主力製品である眼科ナイフや歯科用
根管治療機器ＪＩＺＡＩの生産をはじめ、新製品の生産
立上げも遂行します。その生産工程では、それぞれの製
品に最適な加工設備を開発し、調整作業の削減や工程間
の搬送削減を図ります。また、画像処理等により難易度
の高い検査項目の自動化を図り、作業手順をタブレット
やモニターで指示、精度測定結果を加工マシンにフィー
ドバックするシステムを活用します。
　一方で、作業者にやさしい環境づくりとして、自然光
を取り入れた照明、開放感のある休憩スペース、クリー
ンルーム作業空間の大開口ガラス窓、動きやすい中央廊
下を整備しました。屋根面積の広さも活かし、ＰＰＡに
よる太陽光発電も実施します。
　本工場の重要な役目は、当社が進めるグローバル生産
体制を形作ることにあります。本工場で確立した高効率
自動化設備や自動検査設備、新製品量産ラインをベトナ
ム工場、さらには他の生産拠点にも展開し、高品質を維
持しながら労務費上昇に左右されない低コスト生産を実
現して参ります。

のこぎり状のスカイライン

エントランスホール

工場内

　ステンレスの微細加工などによる医療機器の開発・生産を行う企業の創業地である高
根沢町で将来に向けた生産技術の革新を目指す計画。
　地域の顔ともなる建物本体は、企業の製品の基材としてもゆかりのある金属素材で包
み、周囲の風景を柔らかく映すことで時代に合わせて変容する柔軟な企業姿勢や企業独
自の金属微細加工技術を表現しています。内部空間は将来の自動化や更新もかなえる広
い空間確保に配慮した計画。田園風景の中に在る全周２㎞の敷地の広大な外構部分では、
外周の樹木など「自然私財」を活用し周囲との調和を実現しました。

　外観は周辺施設のスケール感や栃木の雄大な山並みとの調和を図るため、大きな建物
ボリュームは鋸屋根形状とし、分節部に設けたスリットにより採光・給排気・設備増設
などの将来性や止水性など機能を高めた構成としています。外壁は断熱パネルを採用し
端部納まりの工夫により、従来の工場に比べ断熱・気密性の高いシャープな面の構成で、
柔らかに風景を映します。
　工業地域にある生産施設のように閉ざされた中に乱立する施設ではなく、程よい距離
間を企業内だけでなく、地域社会とも保ちながら、優しく開かれた工場として、企業や
地域の発展に寄与する空間や建築の在り方をご提案しました。
　株式会社日建設計　橋本昂子

（日建設計・渡辺有規建築企画事務所　設計・監理共同企業体　意匠設計担当）

工場で生産される眼科用ナイフ

■工　事　名　称：マニー高根沢町花岡プロジェクト第一期新築工事
■工　事　場　所：栃木県塩谷郡高根沢町大字花岡字四斗蒔番１他
■事　業　主：マニー株式会社
■設計・監理：日建設計・渡辺有規建築企画事務所設計・監理共同企業体
■施　　　工：清水建設株式会社東京支店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造地上１階建て
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年月～年１月

工場全景

　
お
客
様
の
﹁
想
い
﹂
を
所

内

協
力
業
者
全
員
で
共
有

し

も
の
づ
く
り
を
実
践
す

る
こ
と
が
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す


大
切
な
こ
と
は
﹁
先
読
み
﹂

と﹁
人
の
や
る
気
﹂と
い
う
２

点
の
気
持
ち
と
必
要
性
を


工
事
に
携
わ
る
所
内
の
全
員

へ
伝
え
る
こ
と
で
し
た


　
今
回
の
建
物
形
状
は

の

こ
ぎ
り
状
の
複
雑
な
屋
根
形

状
と
外
壁
も
ス
リ

ト
を
部

分
的
に
あ
し
ら

た
も
の

で

鉄
骨
製
作
に
お
い
て
は

非
常
に
施
工
難
易
度
の
高
い

建
物
で
し
た


　
通
常
は
請
負

た
鉄
骨
Ｆ

Ａ
Ｂ
メ

カ

毎
に
鉄
骨
製

作
図
を
作
図
す
る
の
が
一
般

的
で
す
が

建
物
形
状
の
複

雑
さ

工
区
を
分
割
し
た
こ

と
に
よ
る
取
合
い
整
合
の
正

確
さ
な
ど
か
ら
図
面
の
一
元

管
理
を
行
う
こ
と
で

図
面

の
変
更

修
正

確
認
に
伴

う
設
計

施
工
側
全
て
の
人

の
時
間
短
縮
を
目
標
と
し


一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
複

数
の
鉄
骨
製
作
会
社
に
よ
る

鉄
骨
品
質
の
均
一
化
を
め
ざ

し

今
回
の
鉄
骨
製
作
図
の

全
て
を
現
場
サ
イ
ド
か
ら
３

社
の
鉄
骨
Ｆ
Ａ
Ｂ
メ

カ


に
対
し
て
図
面
支
給
す
る
手

法
に
チ

レ
ン
ジ
し
ま
し

た


　
鉄
骨
図
の
作
成
時
よ
り
Ｂ

Ｉ
Ｍ
を
フ
ル
活
用
し

複
雑

な
外
装
形
状
に
お
け
る
下
地

鉄
骨
の
視
え
る
化
を
行
い


屋
根

外
壁
の
詳
細
納
ま
り

検
討
を
早
期
か
ら
行

た
こ

と
も

外
装
の
精
度
確
保
と

し
て
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た


　
安
全
管
理
に
お
い
て
は


現
場
管
理
責
任
者
﹁
長
の
一

念
﹂
と
し
て

﹁
声
を
大
に

し
て
安
全
帯
使
用
を
１
０
０

％
実
践
さ
せ

み
ん
な
の
命

を
絶
対
に
守
る
！
﹂
と
工
事

開
始
時
に
誓
い

所
員
及
び

作
業
員
さ
ん
と
の
コ
ミ

ニ

ケ

シ

ン
の
取
り
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
一
番
に
心
掛

け
実
践
し
た
こ
と
に
よ
り


無
事
故
無
災
害
を
達
成
で
き

ま
し
た


　
建
物
の
竣
工
時
の
出
来
栄

え
は

工
事
着
手
時
か
ら
の

施
工
精
度
が
そ
の
ま
ま
あ
ら

わ
れ
る
も
の
で
す


　
所
員
と
協
力
会
社
全
員

で

妥
協
す
る
こ
と
な
く


現
場
で
の
ミ
リ
単
位
で
の
調

整
を
み
ん
な
で
や
り
遂
げ
ら

れ

そ
の
成
果
が
建
物
の
完

成
度
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
た
と

自
信
を
持


て
お
引
渡
い
た
し
ま
し

た

お
客
様
の
﹁
想
い
﹂
を

受
け
止
め
一
つ
一
つ
の
仕
事

を
丁
寧
に
仕
上
げ
て
く
れ
た

全
て
の
方
へ
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す


　
清
水
建
設
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式
会
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東
京
支
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工
事
長
　
田
名
網
　
敏
夫

写
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供
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清
水
建
設
株
式
会
社
東
京
支
店


